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I) 観光エリア・国立公園（ゼロカーボンパーク）

ハイブリッド電動船舶
導入

エコツーリズム

ZEB・木造建築
物の導入

遊覧船や水上バス等のエネルギー源
への再生可能エネルギーの導入

森林空間利用などの
サービス提供

竹林、里山林の美観形成
と発生バイオマスの活用

農泊・ワーケーション

施設の屋根・駐車場に
太陽光発電設備を最大限設置

地産地消の食や
お土産品の提供

サステナブルツーリズム

ICTの活用により
テレワーク環境が充実

薪ストーブや薪ボイラーなど
木質バイオマスの熱利用

公園利用施設の
木材利用

シカ等の鳥獣被害対策による
生態系の保全

水や食品、
宿のアメニティグッズ
などのロス削減

直販・物流拠点、公共施設
での再エネ蓄エネ・充電インフラ

自動運転バスやe-bike・グリスロ
等による地域の足の確保

温泉地で地域資源を楽しみ、
心身をリフレッシュする「新・湯治」

温泉熱を利用した熱供給、
ヒートポンプ・バイナリー発
電の導入

※このページに表示しているイラストは先行地域そのもののイメージであり、先行地域の外から再エネを供給する再エネ立地地域のイメージは紙面の都合上記載していない。出典：内閣官房HP 地域脱炭素ロードマップ（概要）より

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/datsutanso/pdf/20210609_chiiki_roadmap_gaiyou.pdf

